
校長 水橋 渉

学年の締め括りである３学期が始まり、３週間が過ぎました。今月11日の始業式では、

これまで通り「やりきる」ことの大切さを子供たちに訴えました。結びには、１～５年生

は、修了証をもらうときは最高の姿で、６年生は、卒業証書をもらうときは最上級な姿で

と、話しました。よつばっ子一人一人が３学期をまとめきり、次のステージに自信をもっ

て進んでくれることを願っています。

年末年始が過ぎたころから、新変異株のオミクロン株が、猛威を

奮い、全国的に爆発的に感染者が増加しています。県内においても

新規感染者や濃厚接触者が増加するとともに小学校や中学校でクラ

スターが発生しています。家庭内感染が多く、家庭でもマスクの正

しい着用や換気の徹底等、感染防止対策を求められることも考えら

れます。そこで、お子さんが「やりきる」３学期となるよう、より一層の感染防止の工夫

をお願いします。私たち教職員も、よつばっ子が、安全・安心に過ごし、「やりきる」経験

を積み重ね、かしこく、やさしく、たくましく成長するためにも、心を一つに力を合わせ、

支援していきます。これまで同様、保護者の皆様のご理解とご協力、よろしくお願いいた

します。

次の日の朝、登校してくる子供たちに担任や学級の子供の気持ちや考えを伝えようと、

担任が放課後、黒板にメッセージを書くことがあります。私が微笑ましいと感じた中から

メッセージを２つ紹介します。

日々、メッセージを目にする子供たちは、一人一人が感じたことを自分の育ちにつない

でいると思います。よりよいよつばっ子、学級は一日にして成らず。
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３学期に入り、様々な場面で「ありがとう」という言葉を耳にします。先生
も毎日たくさん言うように心がけています。みんなからも言ってもらうことが
あり、とーってもうれしいです。温かい言葉や笑顔があふれる教室は居心地が
いいものです。班ごとの目当てについても伸びており、みんなの意識や呼びか
けによって成長につながってることが分かります。

すてきだなあー

おはようございます。あと（卒業まで）39日ということで今日はサンキュー
（ありがとう）の日にしたいと思います。
朝から「ありがとう」と言ってもらえる行動
小さなことにも「ありがとう」と伝えられる心
この２つを大切にして過ごしましょう。

君たちならできる！


